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(57)【要約】
【課題】粘性成分や着色成分が低減され、刺激性が改善されたジンジャーオレオレジン精
製物の製造方法を提供すること。
【解決手段】ジンジャーオレオレジンを、６０～１００質量％の有機溶剤溶液に分散させ
、１５～４０Åの細孔径分布を有する活性炭と接触させることを特徴とする、ジンジャー
オレオレジン精製物の製造方法。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジンジャーオレオレジンを６０～１００質量％の有機溶剤溶液に分散させ、１５～４０
Åの細孔径分布を有する活性炭と接触させることを特徴とする、ジンジャーオレオレジン
精製物の製造方法。
【請求項２】
　有機溶剤溶液が６０～１００質量％エタノール溶液である請求項１記載の製造方法。
【請求項３】
　活性炭の細孔径分布が２５～４０Åである請求項１又は２記載の製造方法。
【請求項４】
　ジンジャーオレオレジン１質量部に対して０．１２５～０．５質量部の活性炭を用いる
請求項１～３の何れか１項記載の製造方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項記載の製造方法により得られたジンジャーオレオレジン精
製物。
【請求項６】
　ジンジャーオレオレジン精製物であって、ショーガオールが０．０１質量％になるよう
に調整したエタノール溶液のガードナー色数が１～４であることを特徴とするジンジャー
オレオレジン精製物。
【請求項７】
　ジンジャーオレオレジン精製物であって、ショーガオールが４質量％になるように調整
したエタノール溶液の２０℃における絶対粘度が１～３０ｃＰであることを特徴とするジ
ンジャーオレオレジン精製物。
【請求項８】
　ジンジャーオレオレジンを６０～１００質量％の有機溶剤溶液に分散させ、１５～４０
Åの細孔径分布を有する活性炭と接触させることを特徴とする、ジンジャーオレオレジン
の脱色方法。
【請求項９】
　有機溶剤溶液が６０～１００質量％のエタノール溶液である請求項８記載の脱色方法。
【請求項１０】
　活性炭の細孔径分布が２５～４０Åである請求項８又は９記載の脱色方法。
【請求項１１】
　ジンジャーオレオレジン１質量部に対して０．１２５～０．５質量部の活性炭を用いる
請求項８～１０の何れか１項記載の脱色方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はジンジャーオレオレジン精製物の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ショウガは、その辛味と芳香により、香辛料や調味料として使用され、また、辛味作用
の他、消化促進作用、緩下作用、鎮咳作用、血行促進作用，健胃腸作用、解熱作用、抗菌
作用等の種々の薬理作用を示すことから生薬としても広く使用されている。
【０００３】
　ジンジャーオレオレジン（oleo-resin）は、ショウガから有機溶剤で抽出し、濃縮した
樹脂状・粘稠状の物質である。これには、ジンゲロン、ジンゲロール、ショーガオール等
の有効成分が含まれるが、抽出時に一緒に抽出された樹脂、色素類、多糖類やタンパク質
等様々な不要成分も存在する。この不要成分の影響で、ジンジャーオレオレジンは、外観
が暗褐色であり、ガム状となって高い粘性を有しているため、使用量や用途が制限される
と云う問題点がある。また、ショウガ特有の強い刺激臭を有している。このため、これら
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粘性成分、着色成分を除去し、刺激性を改善する必要がある。
【０００４】
　ところで、オレオレジンの精製方法としては、例えば粗唐辛子オレオレジンを水又は水
・低級脂肪酸アルコール混合溶液で洗浄処理し、不要成分を除去し更に精製する方法（特
許文献１参照）、粗マリーゴールドオレオレジンを超臨界抽出処理次いでケトン沈殿処理
でルテイン含量の高いマリーゴールドオレオレジンに精製する方法（特許文献２参照）等
が知られている。
　また、一般に脱色に用いられる工業材料として活性炭が知られているが（非特許文献１
参照）、一般に活性炭はその性質上、母溶媒が含水率の高い溶液の脱色には極めて有効で
ある反面、母溶媒が含水率の低い溶液、言い換えれば、有機溶剤濃度の高い溶液の場合、
ほとんどの有機化合物に対しての吸着効果は劣るとされている（非特許文献２参照）。具
体的には、分離精製したい有機化合物が油溶性で除去したい不純物が油溶性の場合、分離
精製する手段としてはあまり適していないとされている。
【０００５】
　従って、オレオレジンの精製に際し、抽出する原材料が異なるので除去すべき成分も個
別具体的に異なっており、また精製したい有効成分が除去すべき成分と同じ油溶性の場合
には工業的に簡便に精製し難いときもあり、しかもこの有効成分の中には精製工程中に揮
発するもの、分解するもの、吸着されるもの等も存在するため、オレオレジンごとに最適
な精製方法を検討する必要がある。
　そして、ジンジャーオレオレジンについては、着色成分、粘着成分等を効果的に除去で
きる精製法は、これまでに見出されていない。
【０００６】
【特許文献１】特開平８－１６８３５６号公報
【特許文献２】特開２００４－１３１４９６号公報
【非特許文献１】立本英機、安部郁夫監修，「活性炭の応用技術」，株式会社テクノシス
テム発行，ｐ６５，２０００年。
【非特許文献２】Ｊ．Ｗ．ハスラー著，「活性炭　効果的な応用への手引き」，江口良友
、織田孝訳，共立出版，ｐ１６－１７，１９７６年。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、粘性成分、着色成分が低減され、刺激性が改善されたジンジャーオレオレジ
ンの精製方法を提供することに関する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者等は、特許文献１を参考に、水／アルコール混液にてジンジャーオレオレジン
から着色成分、粘着成分の除去を試みたものの、十分に着色成分や粘着成分を除くことが
できず、求める効果は得られなかった。
　また、非特許文献２からすると、溶剤抽出により製造されるジンジャーオレオレジンは
基本的に油溶性物質であり、含有するショーガオールや着色成分、粘性の原因となる樹脂
類や刺激臭成分も油溶性物質であるため、ジンジャーオレオレジンを活性炭処理する場合
、均一に分散・溶解させるため、母溶媒として含水率の低い溶剤を用いる必要があり、さ
らにその場合、目的とする有効成分であるショーガオールの回収率は高いものの、同時に
除去すべき不純物である色素類、樹脂類も吸着せずに除去することができず、期待する効
果が得られないものと考えられていた。
　そして、本発明者等は、ジンジャーオレオレジンの精製方法を種々検討した結果、意外
にもジンジャーオレオレジンを高濃度の有機溶剤溶液に分散し、この分散液を細孔径分布
１５～４０Åを有する活性炭に接触させることによって、ショウガオール等の有効成分の
損失を最低限に抑制しつつ、かつ粘性成分、着色成分等の不要成分が低減され、併せて刺
激性が改善されたジンジャーオレオレジンの精製物が得られることを見出した。
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【０００９】
　すなわち、本発明は、ジジンジャーオレオレジンを６０～１００質量％の有機溶剤溶液
に分散させ、１５～４０Åの細孔径分布を有する活性炭と接触させることを特徴とする、
ジンジャーオレオレジン精製物の製造方法を提供するものである。
【００１０】
　また、本発明は、上記製造方法により得られたジンジャーオレオレジンの精製物を提供
するものである。
【００１１】
また、本発明は、ジンジャーオレオレジン精製物であって、ショーガオールが０．０１質
量％になるように調整したエタノール溶液のガードナー色数が１～４であるジンジャーオ
レオレジンの精製物を提供するものである。
【００１２】
　また、本発明は、ジンジャーオレオレジン精製物であって、ショーガオールが４質量％
になるように調整したエタノール溶液の２０℃における絶対粘度が１～３０ｃＰであるジ
ンジャーオレオレジンの精製物を提供するものである。
【００１３】
　また、本発明は、ジンジャーオレオレジンを６０～１００質量％の有機溶剤溶液に分散
させ、１５～４０Åの細孔径分布を有する活性炭と接触させることを特徴とする、ジンジ
ャーオレオレジンの脱色方法を提供するものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ショウガオール、ジンゲロール等の有効成分を大幅に損失することな
く、粘性成分や着色成分が低減され、かつ臭いが緩和されて刺激性が改善されたジンジャ
ーオレオレジン精製物を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明に用いられるジンジャーオレオレジンとは、ショウガ科ショウガ（Zingiber off
icinale ROSC.）を、例えば、エタノール、アセトン又はヘキサン等の有機溶剤で抽出し
、濃縮したものをいい、食品添加物、香料、呈味料等として用いられている。
　市販品としては、ジボダン社製「GINGER OLEORESIN FCC」（商品名）、Bos Natural Fl
avors社製「GINGER OLEORESIN」（商品名）等が挙げられる。
【００１６】
　本発明に用いられるジンジャーオレオレジンは、性状として暗褐色かつ高粘性（ガム状
）であり、ショウガ特有の強い刺激性を有しており、ショーガオールを約５質量％程度含
有するものである。
【００１７】
　本発明のジンジャーオレオレジン精製物の製造において用いられる有機溶剤溶液は、有
機溶剤の濃度が６０～１００質量％のものであり、すなわち有機溶剤のみの溶液又は水を
０～４０質量％含む有機溶剤溶液である。
　当該濃度として、好ましくは６０～９０質量％であり、より好ましくは６０～８５質量
％であり、更に好ましくは６０～８０質量％である。
【００１８】
　当該有機溶剤としては、メタノール、エタノールやプロパノール等の炭素数１～４の低
級アルコール、アセトン、ジメチルエーテル、ヘキサン、クロロホルム、ジクロロメタン
、トルエン、酢酸エチル、アセトニトリル等が挙げられるが、このうち水に溶解し、また
溶剤除去が容易なことから、好ましくは低級アルコール及びアセトンであり、より好まし
くはメタノール及びエタノールであり、更に好ましくはエタノールである。これらを単独
で又は２種以上組み合わせて用いてもよい。
【００１９】
　有機溶剤溶液の使用量は、限定されないが、ジンジャーオレオレジン（固形分換算）１
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質量部に対して、好ましくは５質量部以上、より好ましくは８～３０質量部、更に好まし
くは１０～２０質量部である。
【００２０】
　ジンジャーオレオレジンの上記有機溶剤溶液への分散は、ジンジャーオレオレジンと上
記濃度の有機溶剤溶液とを接触させればよく、具体的にはジンジャーオレオレジンを有機
溶剤溶液に溶解又は懸濁させればよく、必要に応じて攪拌、超音波処理等の手法が採用で
きる。
【００２１】
　次いで、当該分散液と、１５～４０Åの細孔径分布を有する活性炭と接触させるが、用
いる活性炭は、脱色効果、粘性物質等の吸着効果の点から、細孔径分布が１５～４０Åの
もの、好ましくは１５～２５Åのものが用いられる。
　ここで、細孔径分布とは、細孔の大きさと細孔容積の関係を意味し、通常ガス吸着法や
水銀圧入法、Ｘ線の小角散乱法で測定される。
【００２２】
　当該細孔径分布を有する活性炭としては、木粉（おがくず）、ヤシ殻、石炭、ピッチ、
コークス等の植物物質や鉱物物質の各種炭素質原料を、所定の細孔径分布を有するように
炭化し、不活化したものが挙げられる。中でも、木粉（おがくず）やヤシ殻等の植物物質
を原料とするものが好ましく、木粉（おがくず）を用いるのがより好ましい。
【００２３】
　炭化及び不活化の方法は、所定の細孔径分布を形成できるものであればよいが、例えば
、細孔径分布１５～２５Åを有する活性炭を得る場合には木粉（おがくず）の原材料を水
蒸気法によって炭化及び賦活化する方法（非特許文献２参照）、また、細孔径分布２５～
４０Åを有する活性炭を得る場合には木粉（おがくず）の原材料を塩化亜鉛法（薬品賦活
法）によって炭化及び賦活化する方法（非特許文献２参照）が挙げられる。
【００２４】
　また、市販品としては、例えば、細孔径分布１５～２５Åを有するものとして、白鷺Ａ
、白鷺Ｂ、白鷺Ｍ、白鷺Ｐ、粒状白鷺（いずれも日本エンバイアロケミカルズ社の商品名
）；太閤Ｋタイプ、太閤Ｐタイプ（いずれも二村化学社の商品名）；大平梅峰印、大平Ｍ
Ａ印（太平化学産業社の商品名）等が挙げられる。また、細孔径分布２５～４０Åを有す
るものとして、カルボラフィン、強力白鷺、精製白鷺、特製白鷺（いずれも日本エンバイ
アロケミカルズ社の商品名）；太閤Ｓタイプ（二村化学社の商品名）等が挙げられる。
【００２５】
　当該活性炭の使用量は、吸着能を超えない範囲であれば特に制限はないが、有効成分の
損失を低減しつつ、着色成分等の不要成分の除去効率を低下させないため、ジンジャーオ
レオレジン（固形分換算）１質量部に対して、好ましくは０．００１～１質量部であり、
より好ましくは０．０６２５～０．５質量部であり、更に好ましくは０．１～０．５質量
部である。
【００２６】
　活性炭の形態としては、粒状、粉状が挙げられ、いずれの活性炭を用いてもよいが、接
触処理に応じて適宜選択すればよい。
【００２７】
　分散液と活性炭との接触手段としては、パッチ式、カラムによる連続処理等のいずれの
方法によって行ってもよい。例えば、ジンジャーオレオレジンを含む分散液に粉末状の活
性炭を添加、攪拌し、不要成分を選択的に吸着後、ろ過操作により不要成分を除去したろ
液を得る方法、又は顆粒状の活性炭等を充填したカラムを用いて連続処理により不要成分
を選択的に吸着し、有効成分を溶出する方法等が挙げられる。連続的にジンジャーオレオ
レジンの精製を行うことができるので、活性炭カラムによる連続処理等の方法で行うこと
が好ましい。
　このときの操作温度は、好ましくは５～６０℃であり、より好ましくは２０～４０℃で
ある。
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【００２８】
　また、有効成分の回収率を高めるため、ジンジャーオレオレジンの分散液に接触させた
活性炭を更に有機溶剤溶液に接触させて、得られた溶出液を回収してもよい。
　ここで溶出に用いる有機溶剤溶液は、上記分散に用いた溶液と同様のものが好ましい。
【００２９】
　得られたジンジャーオレオレジンは、上記の方法で繰り返し更に精製してもよく、エタ
ノール等の有機溶剤沈殿法等公知の方法を組み合わせて精製してもよい。
　また、適宜、減圧濃縮、薄膜濃縮等の方法により有機溶剤を除去してもよい。
【００３０】
　斯様にして得られたジンジャーオレオレジンの精製物は、そのまま、これを濃縮又は希
釈して使用することができる。
【００３１】
　本発明の方法を用いれば、後記実施例に記載のように、ジンジャーオレオレジン中に含
まれるショーガオール、ジンゲロール等の有効成分、特に疎水性の有効成分を大幅に損失
することなく、粘性成分、着色成分を低減することができる。また、同時に刺激臭の緩和
を図ることができる。すなわち、斯様にして得られたジンジャーオレオレジンの精製物は
、従来ジンジャーオレオレジンが着色、刺激性や粘性等によって大量に配合することがで
きなかったものにも使用することができる。
【００３２】
　従って、ジンジャーオレオレジンの精製物は、食品添加物、香料、呈味料等として幅広
い製品に用いることが可能であり、製品としては、例えば、口腔用組成物（洗口剤、噴霧
液、歯磨剤、錠剤等）、チューインガムや口中清涼菓子等の食品、口腔衛生器具（デンタ
ルフロス、布等）等に用いることが好ましい。
【００３３】
　　また、本発明の方法により得られたジンジャーオレオレジンのガードナー色数（ショ
ーガオール０．０１質量％エタノール溶液）（「ＪＩＳ Ｋ００７１－３ 化学製品の色試
験方法 第２部 ガードナー色数」参照）は、好ましくは１～４であり、より好ましくは１
～３であり、更に好ましくは１～２である。
　ショーガオールが０．０１質量％になるように調整したエタノール溶液のジンジャーオ
レオレジン精製物のガードナー色数が１～４であれば、配合上優位である。
【００３４】
　また、本発明の方法により得られたジンジャーオレオレジンの精製物の粘性（絶対粘度
）（ショーガオール４質量％エタノール溶液、温度２０℃）は、好ましくは１ｃＰ～３０
ｃＰであり、より好ましくは５ｃＰ～２５ｃＰであり、更に好ましくは１０ｃＰ～２５ｃ
Ｐである。
　ショーガオールが４質量％になるように調整したエタノール溶液のジンジャーオレオレ
ジン精製物の２０℃における絶対粘度が１～３０ｃＰであれば、ハンドリングが容易とな
り、かつ配合上、優位である。
【実施例】
【００３５】
　ジンジャーオレオレジンの有効成分の含有量、粘度、着色の測定は、公知の手段を用い
ればよい。例えば、当該有効成分の含有量を測定する場合は、高速液体クロマトグラフィ
ー（ＨＰＬＣ）を用いればよい。このときの検出手段としては、ＵＶ検出装置やＬＣ－Ｍ
ａｓｓ検出装置が挙げられる。また、ジンジャーオレオレジンの着色を測定する場合には
、目視の他、「ＪＩＳ Ｋ００７１－３ 化学製品の色試験方法 第２部 ガードナー色数」
に記載の測定法、可視部（３６０ｎｍ～８３０ｎｍ）を測定可能な装置、例えば分光光度
計や比色計等を用いればよい。また、ジンジャーオレオレジンの粘度を測定する場合には
、絶対粘度を測定できる装置、例えば山一電気社製の振動式粘度計「VM－1A」を用いて測
定すればよい。
【００３６】
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実施例１
　100mL容ガラス製スクリューバイアルに、ジンジャーオレオレジン（ジボダン社製）2ｇ
を原料として入れ、95質量％のエタノール水溶液50mLに溶解した。
　各種活性炭（白鷺WH2C、白鷺P、カルボラフィン、いずれも日本エンバイロケミカルズ
社製）を各ジンジャーオレオレジン分散液にそれぞれ2ｇ添加した。振盪機を用いて室温
で2時間攪拌して着色成分、粘性成分や臭い成分を活性炭に吸着させた後、0.45μmのフィ
ルターで溶液をろ過し、ろ液をHPLC（カラム：イナートシル-ODS-3（GL-Science, 2.1×1
50mm）、0.1％TFA(0min)→100％MeCN(30min)→100％MeCN(40min)、0.2mL/min, 40℃, UV2
54nm）で測定した（図1）。このとき、ジンジャーオレオレジンを95質量％のエタノール
水溶液50mLに分散させた際のショーガオールの濃度を100％とした。
　また、ろ液1.5mLを2mL容ガラス製スクリューバイアルに入れ、パネラー（２人）を用い
て、ニオイ（刺激臭）レベル及び着色の低減度合いをジンジャーオレオレジン溶液と比較
した。
　このとき、ジンジャーオレオレジンを95質量％のエタノール水溶液50mLに分散させた際
の着色及びニオイを基準とした。
　ここで、「ニオイ」とは、ショウガ特有の強い刺激臭を意味する。
【００３７】
　HPLC分析の結果得られた、各処理品中のショーガオール回収率、並びに目視での着色低
減度合い及びニオイレベルを下記表１に示した。
　ここに示した通り、ショーガオール回収率は3種とも同等であるが、１５Å未満の白鷺W
H2Cでは着色除去効果が殆ど認められず、刺激臭緩和効果も若干効果があるに過ぎなかっ
た。
　一方で、カルボラフィン（25-40Å）及び白鷺P（15-25Å）共に着色除去効果及び刺激
臭緩和効果が認められ、着色除去効果という点では、カルボラフィン（25-40Å）が最も
優れていた。
　従って、活性炭の細孔径分布は、15-40Åが優れているという結果を得た。
【００３８】
【表１】

【００３９】
　実施例２
　ジンジャーオレオレジン2ｇを100mL容ガラス製スクリューバイアルに入れたものを６個
用意し、それぞれを50質量％、60質量％、70質量％、80質量％、90質量％、無水（99.5質
量％）濃度のエタノール水溶液50mLに分散させた。
【００４０】
　各エタノール水溶液にカルボラフィン1.0gを添加し、室温で2時間攪拌後、0.45μmのフ
ィルターでろ過し、上記実施例１と同様にして、ジンジャーオレオレジンを95質量％のエ
タノール水溶液50mLに分散した溶液を基準とし、ショーガオールの回収率及び着色の低減
度合いを比較した。この結果を下記表２に示した。
【００４１】
　分散させる際のエタノール溶液（母溶媒ともいう）のエタノール濃度がいずれであって
も、明らかに脱色作用が認められた。また各処理品のニオイレベルを判定したところ、い



(8) JP 2010-54 A 2010.1.7

10

20

30

40

ずれも処理前と比べてマイルドな香りとなっていた。しかしながら、母溶媒のエタノール
濃度が50質量％になると、ショーガオール回収率が極端に低下した。一方で、母溶媒のエ
タノール濃度が60質量％以上であれば、ショーガオール回収率が60%近くまで高まった。
【００４２】
　上記のとおり、活性炭処理による脱色の場合には、一般的にいわれているようにエタノ
ール濃度が低くなるにつれて脱色は効果的であったが、本来ジンジャーオレオレジンの有
効成分であるショーガオールやジンゲロール等の疎水性成分までも同時に失われてしまっ
た。ところが、意外にも60質量％以上のエタノール水溶液を用いれば、有効成分の回収率
及び着色の低減度合いのすべてを満たすことができた。
　従って、活性炭に分散液を接触させる場合、60質量％以上の有機溶剤溶液が分散液とし
て優れているという結果を得た。
【００４３】
【表２】

【００４４】
　実施例３
　ジンジャーオレオレジン2ｇを100mL容ガラス製スクリューバイアルに入れ、60質量％、
70質量％、80質量％、90質量％、無水（99.5質量％）濃度のエタノール水溶液50mLに溶解
した。カルボラフィン0.25gを添加した以外は実施例２と同様にして、ジンジャーオレオ
レジンを95質量％のエタノール水溶液50mLに分散させた溶液を基準とし、ショーガオール
の回収率及び着色の低減度合いを比較した。また、カルボラフィン0.25gを0.5gに代えて
同様にした。これらの結果を下記表３に示した。なお、カルボラフィン1.00質量部は上記
実施例２の結果を記載した。
【００４５】
　カルボラフィン0.25質量部使用時は母溶媒のエタノール濃度が60質量％以上の時、カル
ボラフィン0.50質量部使用時は母溶媒のエタノール濃度が70質量％以上の時に、それぞれ
ショーガオール回収率が８割以上と高回収率であった。
【００４６】
　また各処理品の脱色レベルについては、カルボラフィン0.25質量部使用時は母溶媒のエ
タノール濃度が70質量％以下の時、カルボラフィン0.50質量部使用時は母溶媒のエタノー
ル濃度が80質量％以下の時に、明らかに脱色作用が認められた。
　また各処理品のニオイレベルを判定したところ、いずれも処理前と比べてマイルドな香
りとなっていた。
【００４７】
　上記のとおり、回収率の点ではカルボラフィン0.25質量部が最も好ましく、着色低減効
果の点ではカルボラフィン0.50質量部が最も好ましかった。
　従って、活性炭の量は、ジンジャーオレオレジン2ｇ当たり0.25質量部～0.50質量部が
最も優れているという結果を得た。
【００４８】
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【表３】

【００４９】
　上記表３に示すショーガオール回収率が80％以上であり、かつ脱色レベルの良好な条件
においてカルボラフィン処理して回収した溶液をロータリーエバポレーターを用いて溶剤
を含む溶液を除去するため減圧濃縮し、前述のHPLC条件にて各サンプルのショーガオール
濃度を測定した結果を下記表４に示した。いずれの条件においても、ショーガオールが濃
縮されていた。
【００５０】
【表４】

【００５１】
　更に、上記各処理品を、ショーガオール濃度が０．０１質量％になるようにエタノール
で希釈し、「ＪＩＳ Ｋ００７１－３ 化学製品の色試験方法 第２部 ガードナー色数」に
記載の方法に従って測定を行い、下記の表５に示した。
【００５２】
　本発明のいずれの処理品も、ガードナー色数が、原料オレオレジン溶液より大幅に低く
なり、配合上優位である。
【００５３】
【表５】
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【００５４】
　更に、上記各処理品を、ショーガオール濃度が4質量％になるようにエタノールで希釈
し、1.5mL容バイアルに各サンプル溶液を1.5mL入れ、20℃にて山一電気社製の振動式粘度
計「VM－1A」を用いて各サンプルの絶対粘度を測定し、下記の表６に示した。
【００５５】
　本発明のいずれの処理品も、絶対粘度が原料オレオレジン溶液より約１／６～１／１０
と大幅に低くなり、ハンドリングが容易になり、かつ配合上優位である。
【００５６】
【表６】

【００５７】
　以上の結果を考慮すると、各種の有効な生理作用を示すショーガオールの活性炭への吸
着による損失を２割以下に抑えつつ、かつ着色を良好なレベルまで低減し、かつショーガ
オール濃度を高め、かつ粘度を低減したジンジャーオレオレジンを得るための好ましい方
法としては、カルボラフィンのような細孔径の大きな（25-40Å）活性炭を用い、かつ0.2
5質量部活性炭を使用した時はエタノール濃度が60質量％以上～70質量％以下の母溶媒を
用い、また0.50質量部活性炭を使用した時はエタノール濃度が70質量％以上～80質量％以
下の母溶媒を使用するといった方法が挙げられる。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】ジンジャーオレオレジンの処理前、各種活性炭処理後のＨＰＬＣ分析の結果を示
す。
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